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日　時　　令和 6年６月 8日（土）14：30 ～ 16：00

場　所　　公江記念講堂

内　容
１．開　会

〔田中学生部次長〕
  出席者紹介
　　　　①教育後援会役員
　　　　②大学関係者

出席者数報告
　本日の出席者　233 名、委任状提出者　354 名、
評議員総数 688 名に対し、出席者・委任状提出者合計が 587 名と過半数に達しておりますので、
本会の成立をご報告いたします。

２．挨　拶
〔辻村会長〕
　本日はお忙しい中、教育後援会定期総会（評議員会）にご出席いただきありがとうございます。
また学院長、学長をはじめ、学科の先生方、教学局、事務局の皆様、日頃より大変お世話になっ
ております。
　教育後援会の活動内容について、１年生の父母等の皆様には入学式にてご説明させていただき
ましたが、２年生以上の父母等の方の中で、初めて評議員をお引き受けくださった方もいらっしゃ
ることと思いますので、簡単に説明させていただきます。
　教育後援会は、1965 年の発足より、学生の皆さんが安全で充実した学生生活を送ることがで
きるように、より良い環境づくりに取り組んでおります。
　具体的には、傷害見舞金制度などによる健康支援、体育祭、文化祭など学友会活動の支援、就
職活動の支援、そして父母等の皆様に向けて教育懇談会を地域別に行っております。
　この地域別教育懇談会は、例年、金沢、広島、高松、福岡の支部会場と、中央、浜甲子園、上
甲子園キャンパスにて本部会場を開催しており、ご参加いただいた皆様からは、大変好評をいた
だいております。
　色々な環境の変化に対応しながら、学生の皆さんがより良い環境で学生生活を送れますよう、
支援して参りたいと考えておりますので、今後とも皆様のお力添えを賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。
　本日は、このあとより、事業計画、決算、事業計画案、予算案をご審議いただきます。どうぞ
よろしくお願い致します。
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〔瀬口学長〕
　平素は本学の教育活動にご理解、ご協力を賜り感謝申し上げます。
　昨年度は、教育後援会会長　辻󠄀村様、副会長　村上様、長谷川様をはじめ役員の皆様、また会
員の皆様には、本学に多大なお力添えをいただきましたことを衷心より御礼申し上げます。本年
度につきましては、会長　辻󠄀村様、副会長　村上様、長谷川様をはじめ新役員の皆様にお世話に
なることになります。本年度も学生が充実した学びと学友会活動や就職活動等が活発にできます
ように教育後援会として格別のご支援を賜りますようお願いいたします。
　現在授業は、原則対面または対面とオンラインとを併用したハイブリッド形式で実施していま
す。対面より有効に機能する場合、学科の判断でオンライン授業を導入している場合があります。
教員には授業の方法の如何に問わず、教育の質を担保することを督励しています。
　丹嶺学苑研修センターでの初年次研修も順調に進んでおります。学友会の活動も、コロナ前の
状態に戻りました。先月５月 18 日には天候にも恵まれ、本学伝統の体育祭も開催いたしました。
なお、本学ホームページにはイベント、ニュース欄等で、学生たちの活躍を記載しておりますの
で是非ご覧ください。
　本学の最近の動向について３点ご報告いたします。

（１）海外留学について
　コロナ禍で一時中止しておりました海外留学ですが、アメリカのシアトル市の近傍のスポケー
ン市にある本学のアメリカ分校 (MUSC) への留学を再開しております。昨年９月には、英語キャ
リア・コミュニケーション学科、英語文化学科エクステンションプログラム、経営学科、教育学
科の学生が４か月の留学に出発し 12 月に帰国。２月には英語グローバル学科の学生が５月まで
の留学を終え、元気に帰国しました、そして、この夏には多くの学科の学生がアメリカ分校や、
海外の提携大学への留学を計画しています。

（２）武庫川女子大学の進化
　本年４月には文学部に歴史文化学科が誕生し、第１期生が入学しました。第 1 期生がこの新学
科の伝統を作ってくれるものと期待しています。現在、大学は 12 学部 20 学科、大学院８研究科
の進化した女子総合大学になっています。なお、英語文化学科は英語グローバル学科と名称変更
し、英語文化専攻とグローバルコミュニケーション専攻の２専攻制にしております。さらに来年
４月には 13 学部目となる環境共生学部を開設する予定にしており、環境保存、環境共生、環境
資源の応用など人と自然との関係を総合科学的に教育・研究する学部となります。すでに文部科
学省への書類の提出は終了しており、認可の回答を待っているところです。
　一方、短期大学部については、これまでも学科の募集停止や、定員の縮小を漸次行ってきまし
たが、来年度はすべての学科で募集を停止することになりました。短期大学部の DNA はこれか
らも大学が受け継いでいきます。在学中の学生については、教育はもとより学生支援も全員が卒
業するまで、これまで通りしっかり行いますので、ご安心下さい。

（３）新しい武庫女教育へ向けて
　本学の教育は、立学の精神に基づきなされています。さらには、令和元年に「一生を描ききる
女性力を。」と題した「MUKOJO Vision　2019 → 2039」を公表しました。このビジョンは自ら
の意志と行動力で可能性を拡げ、生涯を切り拓いていくことのできる女性を育てていくという決
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意を表明したものです。これらを具現化するため、現在新しい武庫女教育と銘打ち、教育改革、
研究の促進、地域貢献とリカレント教育の充実を図りつつあります。教育面では、新・人材育成
方針「MUKOGAWA COMPASS」を策定し、知識、行動、姿勢から８つの能力、資質を育成す
ることにしました。そのスローガンは「自ら考え、動く」です。研究面では研究推進支援室を研
究推進センターへ格上げし、研究推進に力を入れた結果、文部科学省からの多額の補助金の獲得
など成果を上げています。社会貢献では教育研究社会連携室を社会連携推進センターへ格上げし、
学生の学外活動への支援を推進・強化しています。一方、主に卒業生向けに、西宮北口キャンパ
スにリカレント推進センターを立ち上げ、リスキリング、再就職斡旋事業等を充実させています。
　今、社会の有り様が世界的な規模で、急変する変換期にあります。このような時代に学生がトッ
プランナーとして社会で活躍してくれることを大いに期待しています。なお、昨年度の就職につ
いては、大学 99.8％、短期大学部 98.5% の高い就職率を得ることができました。これらは、卒業
生の各方面での活躍、在学生の能力や資質の高揚の賜物と思います。
　最後になりますが、今後とも、本学の教育と学生支援に教育後援会の皆様の一層のお力添えを
賜りますようお願い申し上げます。

３．議長選出
　慣例により教育後援会会長 ( 辻󠄀村会長 ) を議長に指名。

４．協　議
（１）令和 5 年度　事業並びに決算報告について
　　事業報告を教育後援会庶務 ( 大澤 ) が説明。
　　決算報告を教育後援会会計 ( 景山 ) が説明。
　

（２）令和 5 年度　監査報告について
　　松本監事が「適正に執行されていることを確認した」旨報告、拍手をもって承認される。

（３）令和 5 年度　学生傷害見舞金・事故対策費積立金・奨学金 決算報告について
　　学生傷害見舞金・事故対策費積立金・奨学金 決算報告を教育後援会庶務（大澤）が説明。

（４）令和 5 年度　学生傷害見舞金・事故対策費積立金・奨学金 監査報告について
　　松本監事が「適正に執行されていることを確認した」旨報告、拍手をもって承認される。

　【質疑応答】
　　　特になし

（５）令和 6 年度役員選出について
　　　永田　渉　役員選考委員長から、選考委員会を代表し役員候補者が発表され、全会に　 　　　
　　諮られ、拍手をもって承認される。
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　　　令和 6 年度　教育後援会役員

　　　令和 6 年度　教育後援会支部長

　　　令和 6 年度　学生傷害見舞金運営委員会

（６）挨拶　新役員代表
〔辻村会長〕
　役員を代表して、ご挨拶を申し上げます。
　新たに３名の役員が加わり、私達、役員をご承認いただき、ありがとうございます。
精一杯努めて参りますので、どうぞよろしくお願い致します。
　役員一同、学院と連携し、学生の皆さんがより良い環境で有意義な学生生活を送れますように
支援して参りますので、今後とも、皆様のお力添えを賜りますよう、どうぞよろしくお願い致し
ます。

北 陸 支 部
中 国 支 部
四 国 支 部
九 州 支 部

辻󠄀村　智子　　( 新教 4 年 )　　　　村上　美穂　　( 新教 4 年 )
長谷川　有紀　( 大環 3 年 )　　　　德重　あつ子　( 学生部長 )
大澤　潤　 　  ( 学生部事務部長 )　田中　明　　　( 学生部次長 )
籔内　以和夫　( 校　　医 )　　　　玉田　健二　　( 財務部長 )

運 営 委 員

大河原　量　　( 学院長 )　　　　　瀬口　和義　　( 学　長 )
辻󠄀村　智子　　( 新教 4 年 )
村上　美穂　　( 新教 4 年 )　　　　長谷川　有紀　( 大環 3 年 )
德重　あつ子　( 学生部長 )
今田　由美　　( 新教 2 年 )　　　　木村　実保　　( 食栄 2 年 )
山中　真理子　( 心理 2 年 )　　　　元浦　久美子　( 経営 1 年 )
助野　由佳　　( 食栄 1 年 )　　　　早瀬　ミチル　( 情報 1 年 )
大澤　潤　　　( 学生部事務部長 )
松本　麻衣子　( 大情 3 年 )　　　　景山　峰司　　( 財務課長 )

顧　　  問
会　　  長

副  会  長

監　　  事

庶　　  務

会　　  計

大家　弘聡　　( 大心 4 年 )
山本　洋司　　( 食栄 3 年 )
西野　暁子　　( 新薬 6 年 )
中原　登　　　( 新薬 6 年 )
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教育後援会新会長（辻󠄀村会長）に議長をお願いする。

（７）令和 6 年度　事業（案）並びに予算（案）審議について
　　　事業（案）を教育後援会庶務 ( 大澤 ) が説明。
　　　予算（案）を教育後援会会計 ( 景山 ) が説明。

（８）令和 6 年度　学生傷害見舞金・事故対策費積立金・奨学金事業について
学生傷害見舞金・事故対策費積立金・奨学金事業（案）、予算（案）を教育後援会庶務（大澤）
が説明。
拍手をもって承認される。

【質疑応答】
　　　特になし
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５．挨　拶
〔德重学生部長〕
　今年度、教育後援会 副会長を拝命いたしました学生部長の徳重でございます。
　本日は、お忙しい中、遠方からも多数お越しくださり、ありがとうございます。
　大学生活はコロナ前に戻り、クラブ等の学友会活動におきましても積極的に行っておりますこ
と、ご報告申し上げます。
　先月 5 月 18 日（土）には、第 60 回という伝統ある体育祭を実施することができました。1 年
生の皆さんには、授業の一環として参加していただき、クラスでの仲間づくり等をはじめ、大学
生活の導入として楽しんでいただけたと思います。
　そして、今年も食物栄養学科・食創造科学科合同による「応援合戦」は、見事なパフォーマン
スで、観客を魅了いたしました。また、エアロビックダンス部、ダンス部、バトン・チアリーディ
ング部の 3 つのクラブの発表と、学科の枠を超えたステージ発表もあり、体育祭のテーマである

「Sparkling Festival ～輝くプリンセス～」にふさわしい取り組みであったと思います。
　ご案内が十分にできておりませんでしたが、体育祭の新しい取り組みとして、ご家族様はじめ、
一般の方もお入りいただくことができるようになりました。是非、来年はお越しいただければと
存じます。
　もうひとつの大きなイベントである文化祭は、10 月 11 日（金）から 13 日（日）の 3 日間、開
催予定でございます。是非、ご予定くださいませ。
　本学の人材育成方針である MUKOGAWA　COMPASS には「失敗を恐れずに挑戦する姿勢」
が示されております。学友会活動への参加は、まさにそれにあたると考えられます。ご息女には、
学生時代にしかできないことに、たくさん挑戦していただけるよう、教職員一同尽力して参りま
す。引き続きご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。
　事業計画の中にもございましたが、8 月、9 月の地域別教育懇談会には、是非ご出席賜ります
ようお願い申し上げます。

　６．閉　会
〔田中学生部次長〕



 

 

令和５年度 教育後援会事業報告 

 

１. 令和5年度 定期総会(評議員会)が、令和5年6月3日(土) 公江記念講堂において、評議員総数 

 680名中、590名（出席者208名、委任状382名）の方から出席並びに委任状をいただいて開催さ 

 れた。 

  （１）令和4年度 事業報告及び決算報告について 

  （２）令和5年度 役員選出について 

  （３）令和5年度 事業計画(案)及び予算(案)について 

  （４）その他 

  

  

２. 令和5年7月に「総会議事概要」及び「地域別教育懇談会開催について(ご案内)」を全父母等 

 (9,813名)に発送。 

  

  

３. 令和5年7月8日(土) 教育後援会役員会 

  （１）場 所： 中央キャンパス 中央図書館６階 C－６０２ 14：00～16：00 
  （２）内 容： 令和5年度 地域別教育懇談会について 

  

  

４. 令和5年8月26日(土) 地域別教育懇談会 金沢会場 開催 

  （１）開催場所： ANAクラウンプラザホテル金沢 

  （２）出 席 者： 30名 

  （３）内  容 

     ① 全 体 会 13：00 ～ 14：10   司  会 ： 玉井 禎人（新健） 

  ・支部長挨拶 支 部 長  大家 弘聡（大心） 

  ・学長挨拶 学  長  瀬口 和義 

  ・教育の現状と取り組み 学生部長  德重 あつ子 

   教務部次長  山本 泉 

   ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ次長  中村 明美 

  ・就職活動体験談について 大学 健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学部 健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学科4年 

朝日奈 奏未 

   大学 生活環境学部 生活環境学科4年 柳原 果林＊ 

   ＊当日、体調不良により欠席。 

  ・教育後援会 会長挨拶 辻󠄀󠄀村 智子 

    

     ② 個人懇談会 14：20 ～ 16：00 
       学科別懇談者数（27名） 

  学科 人数 学科 人数 学科 人数  

  大日 １ 大心 ２ 新教 ４  

  新健 ２ 大環 ３ 情報 １  

  食栄 ５ 食創 ３ 景観 ２  

  新薬 ３ 短教 １    
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     ③ 就 職 相 談 ： 4 件 教員就職相談 ： 1 件 

   

     ④ ビデオ放映「学院トピックス（MUKOJO ACTION・むこじょTV・体育祭ドキュ 

メンタリー映像）」 

  

  

５. 令和5年9月2日(土) 地域別教育懇談会 高松会場 開催 

  （１）開催場所： リーガホテルゼスト高松 

  （２）出 席 者： 52名 

  （３）内  容 

     ① 全 体 会 13：00 ～ 14：10   司  会 ： 湯口 直美（大英） 

  ・支部長挨拶 支 部 長  西野 暁子（新薬） 

  ・学長挨拶 学  長  瀬口 和義 

  ・教育の現状と取り組み 学生部長  德重 あつ子 

   教務部常任委員  岡村 昇 

   ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ長  内田 正博 

  ・就職活動体験談について 大学 健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学部 健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学科4年 

長尾 結佳 

   大学 生活環境学部 生活環境学科4年 児島 里奈 

  ・教育後援会 副会長挨拶 村上 美穂 

    

     ② 個人懇談会 14：20 ～ 16：00 
       学科別懇談者数（44名） 

  学科 人数 学科 人数 学科 人数  

  大日 １ 大英 ３ 新教 ７  

  新健 ２ 健マネ １ 大環 ２  

  大情 ２ 情報 １ 食栄 ５  

  食創 ３ 景観 ３ 新薬 ５  

  大康 ２ 経営 ４ 短日 １  

  短英新 １ 短食 １    

  

     ③ 就 職 相 談 ： 9 件 教員就職相談 ： 2 件 

   

     ④ ビデオ放映「学院トピックス（MUKOJO ACTION・むこじょTV・体育祭ドキュ 

メンタリー映像）」 

  

  

６. 令和5年9月3日(日) 地域別教育懇談会 広島会場 開催 

  （１）開催場所： リーガロイヤルホテル広島 

  （２）出 席 者： 24名 

  （３）内  容 

     ① 全 体 会 13：00 ～ 14：10   司  会 ： 泉 健太（食栄） 

  ・支部長挨拶 支 部 長  山本 洋司（食栄） 

  ・学長挨拶 学  長  瀬口 和義 

  ・教育の現状と取り組み 学生部長  德重 あつ子 

   教務部常任委員  三宅 弘晃 

   ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ長  内田 正博 
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     ③ 就 職 相 談 ： 4 件 教員就職相談 ： 1 件 

   

     ④ ビデオ放映「学院トピックス（MUKOJO ACTION・むこじょTV・体育祭ドキュ 

メンタリー映像）」 

  

  

５. 令和5年9月2日(土) 地域別教育懇談会 高松会場 開催 

  （１）開催場所： リーガホテルゼスト高松 

  （２）出 席 者： 52名 

  （３）内  容 

     ① 全 体 会 13：00 ～ 14：10   司  会 ： 湯口 直美（大英） 

  ・支部長挨拶 支 部 長  西野 暁子（新薬） 

  ・学長挨拶 学  長  瀬口 和義 

  ・教育の現状と取り組み 学生部長  德重 あつ子 

   教務部常任委員  岡村 昇 

   ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ長  内田 正博 

  ・就職活動体験談について 大学 健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学部 健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学科4年 

長尾 結佳 

   大学 生活環境学部 生活環境学科4年 児島 里奈 

  ・教育後援会 副会長挨拶 村上 美穂 

    

     ② 個人懇談会 14：20 ～ 16：00 
       学科別懇談者数（44名） 

  学科 人数 学科 人数 学科 人数  

  大日 １ 大英 ３ 新教 ７  

  新健 ２ 健マネ １ 大環 ２  

  大情 ２ 情報 １ 食栄 ５  

  食創 ３ 景観 ３ 新薬 ５  

  大康 ２ 経営 ４ 短日 １  

  短英新 １ 短食 １    

  

     ③ 就 職 相 談 ： 9 件 教員就職相談 ： 2 件 

   

     ④ ビデオ放映「学院トピックス（MUKOJO ACTION・むこじょTV・体育祭ドキュ 

メンタリー映像）」 

  

  

６. 令和5年9月3日(日) 地域別教育懇談会 広島会場 開催 

  （１）開催場所： リーガロイヤルホテル広島 

  （２）出 席 者： 24名 

  （３）内  容 

     ① 全 体 会 13：00 ～ 14：10   司  会 ： 泉 健太（食栄） 

  ・支部長挨拶 支 部 長  山本 洋司（食栄） 

  ・学長挨拶 学  長  瀬口 和義 

  ・教育の現状と取り組み 学生部長  德重 あつ子 

   教務部常任委員  三宅 弘晃 

   ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ長  内田 正博 

    

    

  ・就職活動体験談について 大学 生活環境学部 生活環境学科4年 久次米 結 

   大学 薬学部 健康生命薬科学科4年 古山 瑚都 

  ・教育後援会 副会長挨拶 村上 美穂 

  

     ② 個人懇談会 14：20 ～ 16：00 
       学科別懇談者数（20名） 

  学科 人数 学科 人数 学科 人数  

  大日 １ 大英 １ 新教 ２  

  新健 ２ 大環 ２ 大情 ２  

  情報 １ 食栄 ３ 新薬 ２  

  大康 ３ 経営 １    

  

     ③ 就 職 相 談 ： 2 件 教員就職相談 ： 0 件 

   

     ④ ビデオ放映「学院トピックス（MUKOJO ACTION・むこじょTV・体育祭ドキュ 

メンタリー映像）」 

  

  

７. 令和5年9月9日(土) 地域別教育懇談会 福岡会場 開催 

  （１）開催場所： 福岡ガーデンパレス 

  （２）出 席 者： 18名 

  （３）内  容 

     ① 全 体 会 13：00 ～ 14：10   司  会 ： 井上 由美（大心） 

  ・支部長挨拶 支 部 長  中原 登（新薬） 

  ・学長挨拶 学  長  瀬口 和義 

  ・教育の現状と取り組み 学生部長  德重 あつ子 

   教務部常任委員  岸本 三香子 

   ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ常任委員  三宅 正弘 

  ・就職活動体験談について 大学 文学部 心理・社会福祉学科4年 国仲 琉南 

   大学 薬学部 健康生命薬科学科4年 仲尾 優希 

  ・教育後援会 会長挨拶 辻󠄀󠄀村 智子 

  

     ② 個人懇談会 14：20 ～ 16：00 
       学科別懇談者数（14名） 

  学科 人数 学科 人数 学科 人数  

  大心 １ 食栄 ４ 食創 １  

  景観 ２ 新薬 ５ 大康 １  

  

     ③ 就 職 相 談 ： 3 件 教員就職相談 ： 0 件 

   

     ④ ビデオ放映「学院トピックス（MUKOJO ACTION・むこじょTV・体育祭ドキュ 

メンタリー映像）」 
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８. 令和5年9月23日(土) 地域別教育懇談会 本部会場 開催 

  （１）開催場所： 中央キャンパス・浜甲子園キャンパス(薬学)・上甲子園キャンパス(建築) 

  （２）出 席 者： 579名（学科全体会 出席予定者数） 

  （３）内  容 

     ① 全 体 会 12：30 ～ 13：00   司  会 ： 学生部次長 田中 明 

  ・会長挨拶 教育後援会会長 辻󠄀󠄀村 智子（新教） 

  ・学長挨拶 学  長  瀬口 和義 

  ・教育の現状と取り組み 学生部長  德重 あつ子 

   教務部長  蓬田 健太郎 

   ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ長  内田 正博 

  

     ② 学科全体会 13：20 ～ 14：20   

  

     ③ 個人懇談会 14：30 ～ 順次   

       学科別懇談 申込者数（367名） 

  学科 人数 学科 人数 学科 人数  

  大日 

短日 
１７ 

大英・英Ｇ 

短英新 
２１ 

大心・心理 

福祉・短心 
２６ 

 

   

  新教 

短教 
３２ 

新健 

健マネ 

短健 

１５ 
大環 

短生 
３０ 

 

   

  食栄・食創 

短食 
３４ 

大情 

情報 
３２ 

建築 

景観 
４４ 

 

   

  大演 

大応 
３ 

新薬 

大康 
８９ 大護 １０ 

 

   

  
経営 １４     

 

   

  

     ④ 共通プログラム 学生部 

               ・奨学金 2 件 ・学寮 3 件 ・クラブ相談 0 件 

  学生サポート室（種々のサポートを必要とする学生の相談） 

  ・学生相談 2 件 

  キャリアセンター（一般就職） 

  ・就職相談 25 件  38 名 

  学校教育センター（教員就職） 

  ・教員就職相談 4 件 6 名 

  国際センター（留学） 

  ・留学相談 11 件 15 名 

  施設見学 

  ・附属図書館 約 79 名 
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８. 令和5年9月23日(土) 地域別教育懇談会 本部会場 開催 

  （１）開催場所： 中央キャンパス・浜甲子園キャンパス(薬学)・上甲子園キャンパス(建築) 

  （２）出 席 者： 579名（学科全体会 出席予定者数） 

  （３）内  容 

     ① 全 体 会 12：30 ～ 13：00   司  会 ： 学生部次長 田中 明 

  ・会長挨拶 教育後援会会長 辻󠄀󠄀村 智子（新教） 

  ・学長挨拶 学  長  瀬口 和義 

  ・教育の現状と取り組み 学生部長  德重 あつ子 

   教務部長  蓬田 健太郎 

   ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ長  内田 正博 

  

     ② 学科全体会 13：20 ～ 14：20   

  

     ③ 個人懇談会 14：30 ～ 順次   

       学科別懇談 申込者数（367名） 

  学科 人数 学科 人数 学科 人数  

  大日 

短日 
１７ 

大英・英Ｇ 

短英新 
２１ 

大心・心理 

福祉・短心 
２６ 

 

   

  新教 

短教 
３２ 

新健 

健マネ 

短健 

１５ 
大環 

短生 
３０ 

 

   

  食栄・食創 

短食 
３４ 

大情 

情報 
３２ 

建築 

景観 
４４ 

 

   

  大演 

大応 
３ 

新薬 

大康 
８９ 大護 １０ 

 

   

  
経営 １４     

 

   

  

     ④ 共通プログラム 学生部 

               ・奨学金 2 件 ・学寮 3 件 ・クラブ相談 0 件 

  学生サポート室（種々のサポートを必要とする学生の相談） 

  ・学生相談 2 件 

  キャリアセンター（一般就職） 

  ・就職相談 25 件  38 名 

  学校教育センター（教員就職） 

  ・教員就職相談 4 件 6 名 

  国際センター（留学） 

  ・留学相談 11 件 15 名 

  施設見学 

  ・附属図書館 約 79 名 

   

   

   

   

   

   

   

   

９. 令和5年10月21日(土) 教育後援会予算執行状況中間報告会 

  （１）場 所： 中央キャンパス 中央図書館６階 C－６０２ 14：00～16：00 
  （２）内 容： ① 教育後援会事業・予算の執行状況について（中間報告） 

          ② 傷害見舞金予算の執行状況について（中間報告） 

          ③ その他 

           ・学生総合保険等について 

  

  

10. 令和6年3月2日(土) 令和5年度 教育後援会役員会（令和6年度予算編成） 

  （１）場 所： 中央キャンパス 中央図書館６階 C－６０２ 14：00～16：00 
  （２）内 容： ① 令和5年度 傷害見舞金の状況について 

          ② 令和5年度 教育後援会奨学金の状況について 

          ③ 令和5年度 教育後援会予算執行状況について 

          ④ 令和6年度 教育後援会予算の概要について 

          ⑤ 役員会等日程について 

  

  

11. 令和6年4月19日(金) 令和5年度 学生傷害見舞金運営委員会 

  （１）場 所： 中央キャンパス 東館地下１階 学生課横会議室 10：00～12：00 
  （２）内 容： ① 令和5年度 学生傷害見舞金事業ならびに収支決算報告について 

          ② 令和5年度 事故対策費積立金収支決算報告について 

          ③ 令和6年度 学生傷害見舞金収支予算(案)について 

          ④ 令和6年度 事故対策費積立金収支予算(案)について 

  

  

12. 令和6年5月11日(土) 令和5年度 教育後援会会計監査及び役員会 

 ［会計監査］ 13：00～14：00 
  （１）場  所： 中央キャンパス 中央図書館６階 C－６０２ 

 ［役員会］  14：00～16：00 
  （１）場  所： 中央キャンパス 中央図書館６階 C－６０２ 

  （２）内  容： ① 監査報告について 

           ② 令和5年度 事業報告及び決算について 

           ③ 令和6年度 事業計画(案)及び決算(案)について 

           ④ 令和6年度 教育後援会役員(案)について 

  

 以上 
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（単位：円）

予算額（A) 決算額（B) 差異(A)－(B) 摘    要

1.会費収入 69,794,000 70,000,500 △ 206,500

(1)会費 67,333,000 67,539,500 △ 206,500

(2)入会金 2,461,000 2,461,000 0 新入生 1,000円×2,461名

2.預金利子 200 941 △ 741 預金利息

3.前年度繰越金 33,805,513 33,805,513

103,599,713 103,806,954 △ 207,241

予算額（A) 決算額（B) 差異(A)－(B) 摘    要

1.事務費 6,863,000 5,108,088 1,754,912

(1)消耗品費 160,000 124,985 35,015 事務用品、ﾄﾅｰ、ｺﾋﾟｰ用紙等

(2)通信運搬費 4,483,000 2,440,013 2,042,987 教育後援会ニュース、リビエール等送料

(3)事務運営費 2,200,000 2,535,280 △ 335,280 事務補助人件費

(4)雑費 20,000 7,810 12,190 他校調査等・両替手数料

2.会議費 7,689,000 7,249,661 439,339

(1)総会費 6,857,000 6,627,379 229,621 総会･評議員会開催（概要印刷、案内、旅費等）

(2)役員会費 832,000 622,282 209,718 事業計画及び予算会議諸費、地域別旅費等

3.事業費 58,477,500 53,154,661 5,322,839

(1)学生生活環境充実費 0 0 0

(2)国際交流費 290,000 247,500 42,500 MUSCホストファミリー受入補助

(3)研修費 1,550,000 1,154,056 395,944 学生研修引率、ﾏﾘﾝ講習会、図書購入費等

(4)印刷製本費 2,750,000 2,323,110 426,890 学業成績通知書、学生生活Q&A印刷費、後援会ﾆｭｰｽ 18号作成費等

(5)保健衛生費 407,000 252,464 154,536 衛生材料補充費、合宿所補助等

(6)教育懇談会経費 6,116,000 4,483,469 1,632,531 教育懇談会五会場（会場費、案内、旅費他）

(7)キャリア支援費 15,769,500 14,560,430 1,209,070 就活特訓、集団面接講座、JOB GUIDE BOOK作成等

(8)学生諸活動補助費 21,567,000 22,513,038 △ 946,038 ｸﾗﾌﾞ引率旅費、体育祭・文化祭・記念講堂設営補助等

(9)学生傷害見舞金補助費 1,000,000 1,000,000 0 「事故対策費積立金」への繰り入れ

(10)PCR検査補助費 2,000,000 620,000 1,380,000 PCR検査補助額「本会計」への繰り入れ

(11)式典関係補助費 6,028,000 6,000,594 27,406 新入生記章、卒業ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ、卒業記念品（ふくさ）等

(12)防災費 1,000,000 0 1,000,000 防災関連備品準備費

4.予備費 700,000 0 700,000

5.次年度繰越金 29,870,213 38,294,544 △ 8,424,331

103,599,713 103,806,954 △ 207,241

　

監事 　　　松　本　 麻　衣　子　　　　　　　

監事 　　　山　中　 真　理　子　　　　　　　

令 和 ５ 年 度

令和5年4月1日～令和6年3月31日

収入の部

科     目

令和6年5月11日

教育後援会　　収  支  決  算  書

3,500円×19,297名
　（第１回 9,720名、第2回 9,577名）

収入の部合計

支出の部

科     目

支出の部合計

会計監査の結果相違ありません。

㊞

㊞
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<収入の部> （単位：円）

科       目 予算額(A) 決算額(B) 差異（A）-（B）

1.会費収入     4,952,500 4,975,500 △ 23,000 500円 × 9,951名

    (1)大学院 ・専攻科           120,000 116,500 3,500 500円 × 233名  (院   231名、専    2名)

    (2)大学・短大部     4,832,500 4,859,000 △ 26,500 500円 × 9,718名  (大 9,151名、短 567名)

2.預金利子収入         50 66 △ 16

3.前年度繰越金          3,630,566 3,630,566 0

収入の部合計 8,583,116 8,606,132 △ 23,016

<支出の部>

科       目 予算額(A) 決算額(B) 差異（A）-（B）

1.傷害見舞金支出             1,000,000 1,199,228 △ 199,228

2.施設賠償責任保険金支出          403,220 0 403,220

3.事務費支出          30,000 6,300 23,700

4.事故対策費積立金への繰入支出 3,400,000 3,400,000 0

5.予備費支出          500,000 0 500,000

6.次年度繰越金          3,249,896 4,000,604 △ 750,708

支出の部合計 8,583,116 8,606,132 △ 23,016

<収入の部> （単位：円）

科       目 予算額(A) 決算額(B) 差異（A）-（B）

1.学生傷害見舞金からの繰入収入 3,400,000 3,400,000 0

2.教育後援会からの補助収入      1,000,000 1,000,000 0

3.受取利息・配当金収入     3,500 4,071 △ 571

4.前年度繰入金    0 0 0

収入の部合計 4,403,500 4,404,071 △ 571

<支出の部>

科       目 予算額(A) 決算額(B) 差異（A）-（B）

1.教育後援会奨学金への支払支出 4,035 4,035 0

2.事故対策費積立金への繰入支出 4,399,465 4,400,036 △ 571

3.次年度繰越金       0 0

支出の部合計 4,403,500 4,404,071 △ 571

【事故対策費積立金残高内訳】 令和6年3月31日現在

種別（銘柄） 金　額

普通預金 ¥35,164,266

定期預金 ¥100,000,000

（有価証券）

兵庫県令和元年度第15回公募公債 ¥30,000,000

合　　計 ¥165,164,266

摘      要

 正課中 27件、学友会活動中 33件  合計 60件 

令和５年度
　教育後援会学生傷害見舞金収支決算書

令和5年4月1日～令和6年3月31日

摘      要

 普通預金利子

 運営委員会案内、為替手数料

令和５年度
教育後援会事故対策費積立金収支決算書

令和5年4月1日～令和6年3月31日

摘      要

摘      要

 前年度積立金会計の運用果実

摘　　要

年間利率（0.001％)

1ヶ月・３ヶ月利率・大口定期（0.002%）

年間利率（0.001％)　償還日（2024年10月23日） 時価（額面100円当たり 99.9195円）
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収入の部 （単位：円）

予算額（A) 決算額（B) 差異（A)-（B) 摘  要

4,035 4,035 0 事故対策費積立金より繰入

231,600 213,000 18,600 当該年度返済額

100 80 20

9,478,033 9,478,033 0

9,713,768 9,695,148 18,620

支出の部

予算額（A) 決算額（B) 差異（A)-（B) 摘  要

1,500,000 258,000 1,242,000 1名採用

100,000 440 99,560

8,113,768 9,436,708 △ 1,322,940

9,713,768 9,695,148 18,620

会計監査の結果相違ありません。

監事　　　松　本　　麻　衣　子 　　　　　　　　㊞

監事　　　山　中　　真　理　子 　　　　　　　　㊞

２．事務費

３．次年度繰越金

支出の部合計

令和6年5月11日

２．奨学金返済収入

３．預金利子

４．前年度繰越金

収入の部合計

科　　目

１．奨学金

令和５年度

教育後援会奨学金収支決算書

令和5年4月1日～令和6年3月31日

科　　目

１．奨学金基金
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令和６年度 教育後援会事業計画

１ 令和6年度 定期総会（評議員会） 
日時：令和6年6月8日(土)   14：30～ 
場所：中央キャンパス 公江記念講堂 
議題： ① 令和5年度 事業報告及び決算報告について 

 ② 令和6年度 役員選出について 
 ③ 令和6年度 事業計画(案)及び予算(案)について 
 ④ その他 

２ 7月に「総会議事概要」及び「地域別教育懇談会開催について(案内)」を全父母等に発送予定 

３  令和6年度 教育後援会役員会 
日時：令和6年7月13日(土)を予定

４ 地域別教育懇談会を下記の日程で実施の予定。 
学科教員と父母等との個人懇談を主に、疑問や意見について相談する機会。 

場 所 日 程 会 場 名 

高 松 8 月 25 日（日） リーガホテルゼスト高松 

金 沢 8 月 31 日（土） ANA クラウンプラザホテル金沢 

福 岡 9 月 7 日（土） 福岡ガーデンパレス 

広 島 9 月 8 日（日） リーガロイヤルホテル広島 

本 部 9 月 28 日（土） 大学（中央キャンパス） 
《スケジュール》 ・各支部会場 13：00 ～ 全体会 
  14：20 ～ 学科全体会・個人懇談 
    
 ・本部会場 12：30 ～ 全体会 
  13：20 ～ 学科全体会 
  14：30 ～ 個人懇談・キャンパス見学・各種相談 
    

※内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

５ 予算執行状況中間報告会 
日時：令和6年10月19日(土)を予定 

 
６ 「教育後援会ニュース №19」発行 令和7年2月頃を予定 
 
７ 令和7年度予算編成会議 

日時：令和7年3月8日(土)を予定 

８  学生傷害見舞金運営委員会 
日時：令和7年4月下旬予定 
議題： ① 令和6年度学生傷害見舞金決算報告 

② 令和7年度学生傷害見舞金事業予算(案)審議 

９ 教育後援会会計監査・役員会 
日時：令和7年5月上旬予定

以上
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令和６年度 教育後援会学生傷害見舞金事業計画 

 
 
正課中の事故による傷害及び本学公認団体並びに公認ボランティア団体の正規の活動中の

事故による傷害に対して、見舞金を給付する。 
 
1. 申請受付・給付（通年・随時） 
2. 傷害見舞金運営委員会開催 4 月 

＊ 決算及び事業計画・予算について 
3. その他 
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令和６年度 教育後援会学生傷害見舞金事業計画 

 
 
正課中の事故による傷害及び本学公認団体並びに公認ボランティア団体の正規の活動中の

事故による傷害に対して、見舞金を給付する。 
 
1. 申請受付・給付（通年・随時） 
2. 傷害見舞金運営委員会開催 4 月 

＊ 決算及び事業計画・予算について 
3. その他 

令和６年度 教育後援会奨学金事業計画 
 

経済的理由により、学業の達成が困難であると認められるものに対し、授業料の一部を貸

与して、学業の達成を援助する。 

 

１ 募集 出願期間 ９月１３日（金）～１０月１１日（金） 

２ 選考委員会開催 １１月中旬 

３ 奨学金交付 １２月上旬 
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収入の部 （単位：円）

6年度予算額(A) 5年度予算額(B) 差異(A)－(B) 摘    要

1.会費収入 68,156,500 69,794,000 △ 1,637,500

(1)会費 65,712,500 67,333,000 △ 1,620,500

(2)入会金 2,444,000 2,461,000 △ 17,000
R６入会金 　 1,000円×2,444名
R５入会金　  1,000円×2,461名

2.預金利子 200 200 0 令和6年 普通預金金利 0.02％

3.前年度繰越金 38,294,544 33,805,513 4,489,031

106,451,244 103,599,713 2,851,531

支出の部

6年度予算額(A) 5年度予算額(B) 差異(A)－(B) 摘    要

1.事務費 6,003,000 6,863,000 △ 860,000

(1)消耗品費 160,000 160,000 0 事務用品、トナー、コピー用紙等

(2)通信運搬費 3,123,000 4,483,000 △ 1,360,000 教育後援会ニュース、リビエール等送料

(3)事務運営費 2,700,000 2,200,000 500,000 事務補助人件費

(4)雑費 20,000 20,000 0 他校調査等・両替手数料

2.会議費 7,554,000 7,689,000 △ 135,000

(1)総会費 6,824,000 6,857,000 △ 33,000 総会･評議員会開催（概要印刷、案内、旅費等）

(2)役員会費 730,000 832,000 △ 102,000 事業計画及び予算会議諸費、地域別旅費等

3.事業費 54,673,000 58,477,500 △ 3,804,500

(1)学生生活環境充実費 0 0 0

(2)国際交流費 290,000 290,000 0 MUSCホストファミリー受入補助

(3)研修費 1,400,000 1,550,000 △ 150,000 学生研修引率、ﾏﾘﾝ講習会等、図書購入費等

(4)印刷製本費 2,515,000 2,750,000 △ 235,000 学業成績通知書諸費、学生生活Q&A印刷費、後援会ﾆｭｰｽ 19号作成費等

(5)保健衛生費 426,000 407,000 19,000 衛生材料補充費、合宿所補助等

(6)教育懇談会経費 5,270,000 6,116,000 △ 846,000 教育懇談会五会場（会場費、案内、旅費他）

(7)キャリア支援費 15,093,000 15,769,500 △ 676,500 就活特訓、集団面接講座、JOB GUIDE BOOK作成等

(8)学生諸活動補助費 21,512,000 21,567,000 △ 55,000 ｸﾗﾌﾞ引率旅費、体育祭・文化祭・記念講堂設営補助等

(9)学生傷害見舞金補助費 1,000,000 1,000,000 0 「事故対策費積立金」への繰り入れ

(10)PCR検査補助費 0 2,000,000 △ 2,000,000 PCR検査補助額「本会計」への繰り入れ

(11)式典関係補助費 6,167,000 6,028,000 139,000 新入生記章、卒業ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ、卒業記念品（ふくさ）等

(12)防災費 1,000,000 1,000,000 0 防災関連備品準備費

4.予備費 700,000 700,000 0

5.次年度繰越金 37,521,244 29,870,213 7,651,031

106,451,244 103,599,713 2,851,531

収入の部合計

科     目

支出の部合計

令 和 ６ 年 度

教育後援会　　収  支  予  算  書
令和6年4月1日～令和7年3月31日

科     目

R６会費　 　　3,500円×18,775名
　　　　　　　　　（第１回  9,445名、第2回　9,330名）
R５会費　　　 3,500円×19,238名
　　　　　　　　　（第１回  9,665名、第2回  9,573名）
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<収入の部> （単位：円）

科       目 6年度予算額(A) 5年度予算額(B) 差異（A）-（B） 摘      要

1.会費収入     4,864,000 4,952,500 △ 88,500 500円×9,728名

    (1)大学院 ・専攻科           141,500 120,000 21,500 500円×    283名  (院　　278名、専        5名）

    (2)大学・短大部     4,722,500 4,832,500 △ 110,000 500円× 9,445名 （大　9,155名、短　  290名)

2.預金利子収入         50 50 0 普通預金利子

3.前年度繰越金          4,000,604 3,630,566 370,038

収入の部合計 8,864,654 8,583,116 281,538

<支出の部>

科       目 6年度予算額(A) 5年度予算額(B) 差異（A）-（B） 摘      要

1.傷害見舞金支出             1,200,000 1,000,000 200,000

2.施設賠償責任保険金支出          0 403,220 △ 403,220

3.事務費支出          30,000 30,000 0 運営委員会諸費、為替手数料

4.事故対策費積立金への繰入支出 3,400,000 3,400,000 0

5.予備費支出          500,000 500,000 0

6.次年度繰越金          3,734,654 3,249,896 484,758

支出の部合計 8,864,654 8,583,116 281,538

<収入の部> （単位：円）

科       目 6年度予算額(A) 5年度予算額(B) 差異（A）-（B） 摘      要

1.学生傷害見舞金からの繰入収入 3,400,000 3,400,000 0

2.教育後援会からの補助収入 1,000,000 1,000,000 0

3.受取利息・配当金収入 19,900 3,500 16,400

4.前年度繰入金 0 0 0

収入の部合計 4,419,900 4,403,500 16,400

<支出の部>

科       目 6年度予算額(A) 5年度予算額(B) 差異（A）-（B） 摘      要

1.教育後援会奨学金への支払支出 4,071 4,035 36 前年度積立金会計の運用果実

2.事故対策費積立金への繰入支出 4,415,829 4,399,465 16,364

3.次年度繰越金       0 0 0 積立金会計において資産保有

支出の部合計 4,419,900 4,403,500 16,400

【事故対策費積立金(内訳)】 　　　（単位:円）

種別（銘柄） 金額

普通預金 ¥69,500,000 年間利率（0.02％見込)　　←　再運用予定

定期預金 ¥100,000,000 1ｶ月・3ｶ月利率（0.025％見込）、大口定期利率（0.025％見込）

合　　計 ¥169,500,000

令和7年3月31日予想

摘　　　要

令和６年度
教育後援会学生傷害見舞金収支予算書

令和6年4月1日～令和7年3月31日

令和６年度
教育後援会事故対策費積立金収支予算書

令和6年4月1日～令和7年3月31日
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収入の部 （単位：円）

6年度予算額（A) 5年度予算額（B) 差異（A)-（B) 摘  要

4,071 4,035 36 事故対策費積立金より繰入

262,000 231,600 30,400 当該年度返済額

100 100 0

9,436,708 9,478,033 △ 41,325

9,702,879 9,713,768 △ 10,889

支出の部

6年度予算額（A) 5年度予算額（B) 差異（A)-（B) 摘  要

1,500,000 1,500,000 0

100,000 100,000 0 弁護士費用含む

8,102,879 8,113,768 △ 10,889

9,702,879 9,713,768 △ 10,889

令和６年度

教育後援会奨学金収支予算書

令和6年4月1日～令和7年3月31日

科　　目

１．奨学金基金

２．事務費

３．次年度繰越金

支出の部合計

２．奨学金返済収入

３．預金利子

４．前年度繰越金

収入の部合計

科　　目

１．奨学金
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武　庫　川　女　子　大　学
武庫川女子大学短期大学部  教育後援会規約

　　　　　　　 第   １   章    総        則

  ( 名　　　 称 )

第 1 条　　本会は、武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部教育後援会という。

  ( 事　務　所 )

第 2 条　　本会の事務所は、本学内に置く。

　　　　　　　 第   ２   章    目的及び事業

  ( 目　　　 的 )

第 3 条　　本会は、大学と家庭とが教育に対する責任を分ちあい、協力して立学の精神並びに教

　　　　　育網領の昻揚につとめることをもって目的とする。

  ( 事　　　 業 )

第 4 条　　本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

           　 (１)  施設設備の充実   (２)  教師の研究助成

           　 (３)  保 健 衛生          (４)  職業指導

           　 (５)  学友会の援助     (６)  会員相互の親睦

           　 (７)  その他必要と認める事業

  ( 支　　　 部 )

第 5 条　　本会の目的を達成するために、支部をおくことができる。

2     支部に支部長をおく。

　　　　　　　 第   ３   章    会員及び役員

  ( 会　　　 員 )

第 6 条　　本会の会員は、在学生の父母または、これに代わる者とする。

  ( 役　　　 員 )

第 7 条　　本会に次の役員を置く。

          　 (１)　会長    １名       　  (２)　副会長    ３名

         　  (３)　監事    ２名            (４)　庶務    　 若干名

         　  (５)　会計    若干名         (６)　支部長    若干名

        　   (７)　評議員

  ( 顧　　　 問 )

第 8 条　　顧問は学院長・学長及び会長の推薦する教職員 1 名とする。

2     顧問は会長の諮問にこたえる。
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  ( 役員の選出 )

第 9 条　　評議員は会員中より選出する。会長・副会長・監事・庶務及び会計は、評議員会に於い

　　　　　て互選する。

2     前項の規程に拘らず、第 3 条の目的を達するため、副会長・庶務及び会計のうち各 1 名は

       大学教職員中から選ぶ。

  ( 役員の任期 )

第 10 条　　役員の任期は 1 年とする。ただし再任は妨げない。

  ( 役員の職務 )

第 11 条　　本会の役員は、次の職務を行う。ただし、重要事項については、予め顧問の意見を聞くも

　　　　　のとする。

     (１)　会長は、本会を代表し、会務を統べる。

     (２)　副会長は、会長を助け、会長事故ある場合は、その代理をする。

     (３)　監事は、会計の監査をする。

     (４)　庶務は、記録及びその整理保管をする。

     (５)　会計は、経理事務を担当する。

     (６)　支部長は、支部の事務を掌理する。

　　　　　　　 第   ４   章    会        議

　

  ( 総　　　 会 )

第 12 条　　本会は毎年 1 回定期総会を、必要な場合には臨時総会を開く。但し、都合により評議

　　　　　員会を以って之にかえることができる。この場合には会議の結果を文章を以って会員に報

　　　　　告する。

  ( 評 議 員 会 )

第 13 条　　評議員会は、総会の前に開き、総会に附議する事項等を審議する。

　　　　　　　 第   ５   章    会        計

  ( 経　　　 費 )

第 14 条　　本会の経費は、会員の負担する入会金・会費及び寄附金を以って之に充てる。

2     入会金は 1,000 円とし、会費は年額 7,000 円とする。

  ( 会 計 年 度 )

第 15 条　　本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日に終る。

( 昭 和 6 1年 6月7日  改 正 )

( 平成 3 年 6月2 9日  改 正 )

(平成2 3年6月11日 改 正)

(平成2 8 年6月11日 改 正)

(令 和4 年6月4日 改 正)
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　(目  的)
第１条　本学学生の正課中の事故による傷害、及び本学公

認団体又は公認ボランティア団体による正規の活動中
の事故による傷害に対して、教育後援会が相互扶助を行
うために、本規程を制定する。

　(適用の範囲)
第２条　前条の正課中とは、本学の教育課程に基づく講義、

実験、実習(校外実習を含む)、演習又は実技による学習活
動中をいい、指導教員の指示に基づく卒論研究中又は各
種学校行事(学科で行う海外研修を含む)及び授業又は、テ
スト等に関連した自主学習に参加している間を含む。

　　また本学公認団体の正規の活動とは、その団体の平素
の練習及び教授会で承認された合宿、試合、公演等の活
動をいう。

  　ただし故意、闘争行為、犯罪行為、疾病、地震、津波、
戦争、暴動による傷害等には適用しない。

　(給付の種類と給付額)
第３条  この規程による給付の種類と給付額は次のとおり

とする。
  １．死亡弔慰金
  　事故の日より90日以内に、その傷害に起因し死亡
  　したとき　　　　　　　　　　　　　　　150万円
  ２．後遺障害見舞金
  　事故の日より90日以内に、その傷害に起因し、障がい
  　者となったとき　　　　　　　　　　　10～75万円
(基準)   ◇両眼の完全失明　　　　　　　　　75万円
　　　　◇１眼の完全失明　　　　　　　　　　35万円
　　　　◇１眼の矯正視力0.06以下　　　　　　10万円
　　　　◇両耳聴力の完全欠損　　　　　　　 75万円
　　　　◇１耳聴力の完全欠損　　　　　　　  35万円
　　　　◇１耳の聴力が50cmでは通常の話し声を解し
　　　　　 ないとき　　　　　　　　　　　　  10万円
　　　　◇顔に著しく醜状を残すとき　　　　　35万円
　　　　◇脊柱に著しい奇形や運動障害を残すとき
                      　　　　　　　　　　　　　35万円       
　　　　◇両腕又は両脚を失ったとき　　　　　75万円
　　　　◇両腕又は両脚の機能障害　　　　　 35万円
　　　　◇１腕又は１脚を失ったとき　　　 　　35万円
　　　　◇１腕又は１脚の機能障害　　　　　　10万円
　　　　◇手及び足の１指以上を失ったとき
　　　　            　　　　　　　　　　　10～25万円
　　　　◇内臓の機能障害　　　　　　　 10～75万円
  ３．傷害見舞金
  　医師の治療を受けたとき
　　　　◇第１日     初診料・その他           全額
　　　　◇第２日以降60日まで
            通             院（リハビリ等の通院を含む）
            …１日につき       1,000円
            入             院…１日につき       4,000円
                       (ただし、入院は30日を限度とする)

学　生　傷　害　見　舞　金　規　程

　(申請手続)
第４条  この給付金を受けようとするものは、事故後90日

以内に次の書類を学生部を経由して、武庫川女子大学・
同短期大学部教育後援会に申請しなければならない。

　(1).武庫川女子大学・同短期大学部・学生傷害見舞金申   
　　 請書(所定用紙)
　(2).医師・病院等の初診料等受領書
　(3).医師・病院等の治療日数証明書(所定用紙。ただし、

(2)の受領書等でわかる場合は不要。)
　(4).死亡弔慰金又は後遺障害見舞金の場合は、医師の診
　　 断書
　(運営委員会)
第５条  第３条に基づく後遺障害見舞金及び特別の事由に

よる給付額の決定など、その他本会運営のために、教育
後援会及び大学事務局から選出された若干名の委員に
よる運営委員会を設ける。この委員会の詳細は別に定め
る。

　(特別会費)
第６条  この制度を運用するための父母等の特別会費を年

額500円とし、教育後援会の別途会計として経理する。
　  なお剰余金はこれを積立て、その一部は学生の厚生資

金等に使うことができる。
　2．この会計年度は毎年4月１日に始まり、翌年３月31日に
       終わる。
　3．教育後援会の監事がこの会計の監査を行う。
附     則
　1．この規程は、昭和53年4月１日から施行する。
　2．この規程は、本学大学院及び専攻科学生にも適用
       する。
附     則
 この規程は、昭和61年６月7日から施行する。
附     則
 この規程は、昭和63年６月6日から施行する。
附     則
 この規程は、平成6年4月1日から施行する。
附     則
 この規程は、平成13年4月1日から施行する。
附     則
　1．この規程は、平成16年4月1日から施行する。
　2．この規程は、本学大学院及び専攻科学生にも適用  　
       する。
附     則
 この規程は、平成26年4月1日から施行する。
附     則
 この規程は、平成29年4月1日から施行する。
附     則
 この規程は、令和4年4月1日から施行する。
附     則
 この規程は、令和6年4月1日から施行する。
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教育後援会の学生傷害見舞金事業について

学生傷害見舞金制度は教育後援会の特別事業として位置付けされています。
⑴ 見舞金の種類及び金額

種 類 見　　　舞　　　金　　　額

傷害見舞金
医師の治療を受けたとき

後遺障害見舞金

死亡弔慰金

第 1日目

第 2日目以降
事故日から
60日まで

10万円～75万円

150万円

通院（リハビリ等通院を含む）１日につき1,000円

入　　院 １日につき4,000円
※ただし、30日を限度とする

事故日から90日以内にその
傷害がもとで障がいが残っ
たとき

事故日から90日以内に、その
傷害がもとで死亡したとき

初診料、薬代、病院までのタクシー代（歩行困難な
場合・往路のみ）など治療にかかった必要経費全額

注 意

　　
　　

通院・入院中の領収書・レシートの
ないものは受け付けられません。

「事故報告書」
の提出期限

＊「学生傷
害見舞金申
請書」提出
期限

通院・入院
が続いてい
ても、見舞
金の対象と
なるのはこ
こまでです。

「事故報告書」
「学生傷害見舞金申請書」
を受け取る。

初診料・その他の費用の領収書（薬代等）・
レシートをとっておきましょう。

⑵ 見舞金が支払われる場合

正

課

中

学
友
会
活
動
中

その他 上記に準じる事故による傷害

支払われない場合

・講義、実験、実習（校外学習を含む）、演習、実技による学習活動中
の事故による傷害

・指導教員の指示に基づく卒論研究中の事故による傷害
・各種学校行事（学科で行う海外研修を含む）参加中の事故による傷害
・応援団・コスチューム練習中の事故による傷害
・授業又はテスト等に関連した自主学習中の事故による傷害
・授業から授業の教室移動中の事故による傷害

・学内公認団体（クラブ・委員会など）又は公認ボランティア団体によ
る正規活動中の事故による傷害

・合宿、試合、公演等の活動中の事故による傷害
※学生部で承認されているものに限る

⑶ 傷害見舞金申請手続き 提出期限を守りましょう。
提出期限を過ぎたものは、受け付けられません。

手
続
き
の
流
れ

事
故
日

初
診

1 日目 14日目 60日目 90日目

＊
＊

＊学生部へ来てください。
建築学部は建築学部事務室へ。
薬学部は薬学部事務室へ。

通　　院
入　　院

・通学途中の事故による傷害
・故意、闘争行為、犯罪行為、

疾病、地震、津波、戦争、
暴動による傷害

・疲労骨折や慢性的な痛みに
よるもの

※医療費の発生していないもの・保険外診療費用・装具代については対象となりません。
※後遺障害見舞金、死亡弔慰金については、個別に学生部へ問い合わせてください。
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教育後援会の学生傷害見舞金事業について

学生傷害見舞金制度は教育後援会の特別事業として位置付けされています。
⑴ 見舞金の種類及び金額

種 類 見　　　舞　　　金　　　額

傷害見舞金
医師の治療を受けたとき

後遺障害見舞金

死亡弔慰金

第 1日目

第 2日目以降
事故日から
60日まで

10万円～75万円

150万円

通院（リハビリ等通院を含む）１日につき1,000円

入　　院 １日につき4,000円
※ただし、30日を限度とする

事故日から90日以内にその
傷害がもとで障がいが残っ
たとき

事故日から90日以内に、その
傷害がもとで死亡したとき

初診料、薬代、病院までのタクシー代（歩行困難な
場合・往路のみ）など治療にかかった必要経費全額

注 意

　　
　　

通院・入院中の領収書・レシートの
ないものは受け付けられません。

「事故報告書」
の提出期限

＊「学生傷
害見舞金申
請書」提出
期限

通院・入院
が続いてい
ても、見舞
金の対象と
なるのはこ
こまでです。

「事故報告書」
「学生傷害見舞金申請書」
を受け取る。

初診料・その他の費用の領収書（薬代等）・
レシートをとっておきましょう。

⑵ 見舞金が支払われる場合

正

課

中

学
友
会
活
動
中

その他 上記に準じる事故による傷害

支払われない場合

・講義、実験、実習（校外学習を含む）、演習、実技による学習活動中
の事故による傷害

・指導教員の指示に基づく卒論研究中の事故による傷害
・各種学校行事（学科で行う海外研修を含む）参加中の事故による傷害
・応援団・コスチューム練習中の事故による傷害
・授業又はテスト等に関連した自主学習中の事故による傷害
・授業から授業の教室移動中の事故による傷害

・学内公認団体（クラブ・委員会など）又は公認ボランティア団体によ
る正規活動中の事故による傷害

・合宿、試合、公演等の活動中の事故による傷害
※学生部で承認されているものに限る

⑶ 傷害見舞金申請手続き 提出期限を守りましょう。
提出期限を過ぎたものは、受け付けられません。

手
続
き
の
流
れ

事
故
日

初
診

1 日目 14日目 60日目 90日目

＊
＊

＊学生部へ来てください。
建築学部は建築学部事務室へ。
薬学部は薬学部事務室へ。

通　　院
入　　院

・通学途中の事故による傷害
・故意、闘争行為、犯罪行為、

疾病、地震、津波、戦争、
暴動による傷害

・疲労骨折や慢性的な痛みに
よるもの

※医療費の発生していないもの・保険外診療費用・装具代については対象となりません。
※後遺障害見舞金、死亡弔慰金については、個別に学生部へ問い合わせてください。

（趣　 旨）
第１条　武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部教育後援会(以下｢教育後援会｣という。)の特別事業である

学生傷害見舞金規程第６条により、本奨学金を設ける。
（目　 的）
第２条　この奨学金は、武庫川女子大学(大学院及び専攻科を含む。)・武庫川女子大学短期大学部（以下｢本学｣

という。)に在学する学生で、経済的理由により学業の達成が困難である者に対し、授業料の一部を貸与して学
業の達成を助成することを目的とする。

（名　 称）
第３条　この奨学金を武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部教育後援会奨学金（以下｢奨学金｣という。）、この

奨学金を受ける者を武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部教育後援会奨学生（以下｢奨学生｣という。）
と称する。

（奨学生の資格）
第４条　奨学生となる者は、本学卒業又は修了学年に在学する学生で、修得単位及び在学期間等の卒業要件をみたし

ながら、品行方正・健康で、かつ、授業料の支弁が著しく困難であると認められる者とする。
（奨学金額）
第５条　奨学金の貸与額は、別表１により決定する。
（奨学生の募集）
第６条　奨学生の募集は、毎年１０月に行う。
（奨学金の出願）
第７条　この奨学金を希望する者は、連帯保証人と連署の奨学生願書（様式１）に、所得に関する証明書を添え、学生部

長を経由して教育後援会会長（以下｢会長｣という。）に申請しなければならない。
（奨学生の選考及び採用）
第８条　前条の願書類を受理した学生部長は、願書を審査し、次条に定める選考委員会に諮る。
　　２　選考基準は、日本学生支援機構第一種奨学生推薦基準に準拠し、就職内定等の返済が見込まれる者とする。
　　３　奨学生として採用された者には、本人に通知する。
（奨学生選考委員会）
第９条　奨学生の採否及び前条の決定に関する審議を行うため、選考委員会（以下｢委員会｣という。）を置く。
　　２　委員会は、次の者をもって構成する。
　　　　(1) 教育後援会会長
　　　　(2) 教育後援会副会長
　　　　(3) 教学局長
　　　　(4) 学生部長
　　　　(5) 教務部長
　　　　(6) 学生部事務部長
　　　　(7) 学生部次長
　　　　(8) 学生課長
（誓約書及び借用証書）
第10条　奨学生に採用された者は、所定の誓約書及び借用証書を提出しなければならない。
　　２　前項の誓約書及び借用証書は、連帯保証人２名の連署とし、それぞれの印鑑証明を添付しなければならない。
　　３　連帯保証人1名は、父母又はそれに代わる者、1名は3親等以外の者とする。
（奨学金の返還）
第11条 奨学金の返還は、卒業後５年以内を原則とし、年賦の場合は毎年１２月を返還月とし、月賦の場合は毎月２７日

を返還日とする。
　　２　借用金額に対する返還期間・返還年賦額は、別表２によるものとする。
　　３　奨学金の返還は、教育後援会が指定する金融機関へ振込まなければならない。
　　４　やむをえない事情により、奨学金の返還が困難になった場合は、事前に学生課へ届け出るものとする。
　　　　なお、猶予期間は5年を超えることはできない。

武   庫   川   女   子   大   学　教育後援会奨学金規程武庫川女子大学短期大学部

― 25 ―



（延　滞　金）
第12条　延滞期日が６か月以上となった場合は、延滞金を徴するものとする。
　　２　延滞金の額は、６か月ごとに延滞分の返還金額の５％を課するものとする。
　　３　奨学生に経済的困難な事情があり、教育後援会役員会の承認を得て、延滞金を免除する場合がある。
（異動による届け出）
第13条　奨学金を受けた者が、最終返還期日までに次の各号のいずれかに該当する事由を生じた場合には、速や

かに学生部学生課へ異動の届け出をしなければならない。
　　　　(1)本人・連帯保証人の氏名、住所、勤務先その他重要な事項に、変更があったとき。
　　　　(2)連帯保証人を変更したとき。
　　　　(3)本人が死亡したとき。
（奨学金返還の免除）
第14条　奨学生が、奨学金返還期間中に死亡又は重度心身障害者となった場合は、届け出により、以降の奨学金

返還を免除する。
（庶　　務）
第15条　この奨学金に関する庶務は、学生部学生課が行う。
（実施細則）
第16条　この規程に定めるもののほか、この奨学金に関する細則を定める。
　附　　則
　この規程は、平成７年４月１日より施行する。
　附　　則
　この規程は、平成13年４月１日より施行する。
　附　　則
　この規程は、平成20年４月１日より施行する。
　附　　則
　この規程は、平成22年４月１日より施行する。
　附　　則
　この規程は、平成28年４月１日より施行する。
　附　　則
　この規程は、平成29年４月１日より施行する。
　附　　則
　この規程は、令和5年４月１日より施行する。

別表１（第５条）
   奨学金貸与額ランク表

別表２（第１１条）
  奨学金返還方法……原則として５年以内（貸与額により最長８年まで可）

※事情により８年までの返還年数を認められた場合は、原則として(２)に準じた返還を行うものとする。
※事情により年賦返還ができない場合は、月賦返還にすることができる。その場合の返還月数は年賦返還

の月数とする。ただし、最初の返還は、卒業後６ケ月経過後の返還日とする。

ラ　　ン　　ク 備　　考

※千円未満切り捨て額

A　　 年額授業料の１／２相当額 

B    〃　　　１／３　〃 

C    〃　　　１／４　〃 

D    〃　　　１／５　〃 

貸　与　金　額

(1)50万円未満の場合
１０万円。返還年数処理の際
に端数が生じた場合は、最終
年賦額により加減する。

貸与額を返還年数（５年）で
除した、千円未満切り捨てた
金額を年賦額とする。ただし、
最終年賦額は、切り捨てた不
足額を加算して返還する。

貸与額を１０万円で除した数
とし、端数がある場合は小数
点第１位を四拾五入する。

５年(2)50万円以上の場合

返　還　年　賦　額 返　還　年　数
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個人データの共同利用について

( １) 利用目的

教育後援会では、以下の利用目的の範囲内で、教育後援会で取得した父母等の個人情報を武庫川女

子大学及び武庫川女子大学短期大学部（学校法人武庫川学院）と共同利用します。

①教育後援会主催行事の実施

　総会、評議員会、地域別教育懇談会、講演会等の実施、会費徴収等

②その他教育後援会の目的達成のために必要とする事業

( ２) 共同利用者の範囲

武庫川女子大学及び武庫川女子大学短期大学部（学校法人武庫川学院）

( ３) 共同で利用する個人データ項目

①教育後援会費納入情報

②評議員情報（役員名、支部会名）

③地域別教育懇談会出席情報（出席会場名、出席情報）

④その他教育後援会活動の維持・活性化に必要な個人情報

( ４) 個人データの管理について責任を有する者の名称

武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部教育後援会
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武　庫　川　女　子　大　学 
教育後援会武庫川女子大学短期大学部


